
　国際都市・神戸を拠点に、8学部14学科1学環と大学
院4研究科に約9000人の学生を擁する甲南大学は、文
理領域の学部を擁し、学際的・横断的教育を展開する

“ミディアムサイズの”私立総合大学です。実業界や社
会奉仕事業、政界など多分野で活躍した創立者・平生釟
三郎により1919年に開学して以来百余年、建学の精神
に掲げられた「人格の修養と健康の増進を重んじ、個性
を尊重して各人の天賦の特性を伸張させる人物教育の率
先」は今日もなお脈々と受け継がれています。
　課題解決型のイノベーション人材を輩出することを目指
し、2024年に新設した「グローバル教養学環 STAGE」
に続き、2026年4月には「KONAN進化型理系」を
始動するなど、さまざまな改革を推進しています。

Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ
進
化
型
理
系
の
推
進
と

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
環
に
よ
る
教
育
で

未
来
を
担
う
人
材
育
成
を
革
新
的
に
進
め
る

〝
ミ
デ
ィ
ア
ム
サ
イ
ズ
の
総
合
大
学
〟
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高
度
理
系
人
材
育
成
を
目
指
し
、

理
工
学
部
を
大
規
模
改
革

　

い
ま
世
界
中
で
、
社
会
課
題
の
解
決
や

産
業
の
変
革
に
寄
与
す
る
優
れ
た
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
の
要
請
に
応
え
、
高
い
成

長
性
と
人
材
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
て
い
る

分
野
で
の
研
究
・
教
育
活
動
を
強
化
し
、

高
度
な
理
系
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
、
甲

南
大
学
で
は
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ 

進
化
型
理

系
」
を
始
動
。
理
系
３
学
部
に
お
け
る
学

科
の
新
設
・
改
組
な
ど
先
導
的
な
教
育
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ 

進
化
型
理
系
」
の
中
心
的

存
在
で
あ
る
理
工
学
部
で
は
、
２
０
２
６

年
４
月
に
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
に
寄
与
で
き
る
人

材
を
育
て
る
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

科
」
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、「
物
理
学

科
」
を
「
宇
宙
理
学
・
量
子
物
理
工
学

科
」
に
、「
機
能
分
子
化
学
科
」
は
「
物

質
化
学
科
」
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
こ
の
３

学
科
に
既
存
の
「
生
物
学
科
」
と
合
わ
せ

て
、
理
工
学
部
は
４
学
科
体
制
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
で
理
学
（
基

礎
）
＋
工
学
（
応
用
）
の
学
び
を
通
じ
、

研
究
開
発
に
貢
献
で
き
る
人
物
の
育
成
を

強
化
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
、
医
療
、
創
薬
、
先
端
材
料
な
ど

成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
を
強
化

　

知
能
情
報
学
部
で
は
、
２
０
２
４
年
４

月
に
甲
南
大
学
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
研
究
所

を
設
置
し
ま
し
た
。
同
研
究
所
で
は
Ａ

Ｉ
・
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）・
ロ
ボ
ッ
ト
研

究
を
行
う
「
未
来
創
造
型
研
究
」
と
、
運

送
業
界
の
人
手
不
足
と
い
っ
た
社
会
課
題

解
決
の
た
め
の
「
社
会
実
装
型
研
究
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

生
物
学
と
化
学
の
融
合
分
野
を
幅
広
く

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ

エ
ン
ス
学
部
は
、
医
療
機
関
や
研
究
機
関
、

企
業
が
集
積
す
る
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
立
地
を
活
か
し
、

近
隣
の
企
業
・
団
体
と
交
流
し
な
が
ら
研

究
活
動
を
展
開
す
る
「
研
究
開
発
リ
ー

ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
２
０
２
６
年

度
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
研
究
開
発
職
を
目
指
す
「
先
進

科
学
コ
ー
ス
」
で
は
、
創
薬
、
医
療
、
先

端
材
料
、
食
品
・
化
粧
品
と
い
う
４
つ
の

サ
ブ
コ
ー
ス
も
設
置
し
ま
す
。
産
学
連
携

研
究
の
拠
点
で
も
あ
る
「
先
端
生
命
工
学

研
究
所
」
と
の
連
携
も
さ
ら
に
強
化
す
る

こ
と
で
、
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
の
教

育
研
究
を
一
層
推
進
し
、
甲
南
大
学
な
ら

で
は
の
充
実
し
た
学
び
を
提
供
し
ま
す
。

　

環
境
面
で
の
進
化
の
核
と
な
る
の
が
、

「
新
理
系
棟
」
で
す
。
２
０
２
７
年
に
は

岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
西
・
北
校
地
が
、
学
部

生
・
大
学
院
生
・
教
職
員
が
集
い
、
憩
い
、

交
流
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
ゾ
ー
ン
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

２
回
の
留
学
が
必
須
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
環
」

　

甲
南
大
学
で
は
、
次
の
１
０
０
年
を
見

据
え
て
新
た
な
伝
統
を
創
造
す
る
た
め
、

２
０
２
１
年
度
に
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｎ 

Ｕ.  

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０
２
５
」
を
策
定
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
新
た
な
展
開
と
し
て
、

２
０
２
４
年
度
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学

環
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
英
語
名
称
：Special 

Track for A
ccelerated G

lobal 
Education

）」
を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
は
「
国
際
化
が
進
む
社
会

で
活
躍
す
る
人
材
に
な
り
た
い
」「
経
済

格
差
や
貧
困
問
題
な
ど
世
界
的
な
課
題
を

解
決
し
た
い
」「
２
回
の
留
学
経
験
を
ビ

ジ
ネ
ス
の
場
で
生
か
し
た
い
」
と
い
っ
た

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
を
志
す
学
生
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
甲
南
大
学
が
た
ど

り
着
い
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
従
来
の
学
部
や
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
枠
組
み
を
超
え
て
編
成
さ
れ
た
教

育
組
織
で
あ
る
“
学
環
〟
が
提
供
す
る
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
学
生
が
複
数
言
語

の
運
用
力
や
異
文
化
調
整
力
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
活
用
力
を
身
に
つ
け
、
国

内
外
で
活
躍
で
き
る
「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」

に
成
長
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
の
特
長
に
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
複
数
言
語
圏
へ
の
「
ダ
ブ
ル
留

学
」
を
卒
業
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

欧
米
や
ア
ジ
ア
圏
な
ど
か
ら
留
学
先
を
組

み
合
わ
せ
、
短
期
留
学
と
長
期
留
学
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
語
学
力
だ
け
で
は
な
く

国
際
的
視
野
も
磨
き
、
世
界
基
準
の
思
考

き
、
携
帯
可
能
な
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
を
甲
南

大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
と
し
て
制
作
す

る
な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
学
生
た
ち
は
「
課
題
解
決
に
向

け
て
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

ま
た
、
小
さ
な
こ
と
で
も
、
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
と
気
づ
か
さ

れ
た
。」
な
ど
、
様
々
に
成
長
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
専
用
施
設
で

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し

国
際
性
を
高
め
る

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
の
３
つ
目
の
特
長
は
、

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
専
用
の
最
新
施
設
で

す
。
海
外
大
学
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
（C

ollaborative O
nline 

International Learning

）
を
可
能

に
す
る
大
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
モ
ニ
タ
ー
を

備
え
た
「Global Connecting 

Passage

」
で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
演
習

の
発
表
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｅ
生
の
学
び
の
拠
点
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ 

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」
に
は
、
交
流
ラ
ウ

ン
ジ
、
自
主
学
習
ス
ペ
ー
ス
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
が
併
設
さ
れ
て
お

り
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
で
の
学
び
を
深
め

る
学
習
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
環
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｅ
で
は
多
様
な
学
び
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
世
界
と
地
域
の
課
題
を
多
様

な
視
点
か
ら
捉
え
、
文
化
や
言
葉
の

壁
を
超
え
て
人
々
と
協
働
で
き
る

「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

現在 理工学部

2026年度以降

理工学部

環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
科

宇
宙
理
学
・

量
子
物
理
工
学
科

物
質
化
学
科

生
物
学
科

生
物
学
科

機
能
分
子
化
学
科

物
理
学
科

行
い
、
現
在
は
カ
ナ
ダ
へ
の
長
期
留
学
を

予
定
し
て
い
る
。」「
短
期
留
学
は
ド
イ
ツ

で
政
治
経
済
を
学
び
、
長
期
留
学
は
ア
メ

リ
カ
で
イ
ン
タ
ー
ン
に
挑
戦
し
た
い
。」

な
ど
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

超
少
人
数
で
の
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
ゼ
ミ
と

幅
広
い
知
識
の
学
習

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
の
２
つ
目
の
特
長
は
、
超

少
人
数
制
で
あ
る
こ
と
で
す
。
ミ
デ
ィ
ア

ム
サ
イ
ズ
の
総
合
大
学
で
あ
る
甲
南
大
学

の
特
色
の
一
つ
に
「
学
生
と
教
員
の
距
離

が
近
い
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
で
も
１
学
年
25
人
の
学
生
に
対

し
13
人
の
専
任
教
員
が
チ
ー
ム
で
指
導
に

あ
た
り
ま
す
。
学
生
か
ら
は
「
教
員
と
の

距
離
が
と
て
も
近
く
、
上
辺
だ
け
の
付
き

合
い
で
は
な
い
深
い
関
係
が
築
け
る
」
と

評
判
で
す
。

　

４
年
間
続
く
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
演
習
（
ゼ

ミ
）」
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
や
地
域
創
生
、
異
文
化
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
、
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ
ー
ズ
と
い
っ

た
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
国
際
社
会

や
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
必
要
な
教
養

を
修
得
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
専
門
科
目

に
お
い
て
も
、
国
際
理
解
を
は
じ
め
、
経

済
学
や
経
営
学
、
法
学
・
政
治
学
と
い
っ

た
社
会
科
学
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ

Ｉ
な
ど
の
幅
広
い
知
識
を
学
び
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
を
通
じ
て
実
践
を
重
ね

な
が
ら
、
政
策
・
企
画
立
案
力
を
磨
い
て

い
き
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
の
学
び
の
な
か

で
、
実
際
に
食
品
ロ
ス
の
課
題
解
決
に
取

り
組
む
学
生
た
ち
は
、
繰
り
返
し
使
用
で

STAGE演習

STAGE演習
4年間、教員陣が

チーム体制で手厚く指導
少人数クラス

世界のニュースに目を向け、
考察する習慣が身につく
リサーチ力・プレゼン力

留学中も
世界中からゼミに参加
オンラインゼミ

刺激と挑戦にあふれた
4年間を仲間とともに過ごす
多様なプロジェクト

グローカル人材として必要な力を修得

世界基準で考え、グローカル人材として社会の第一線で活躍できる人物

複数の言語運用力を強化する・
欧米やアジア圏への留学を組み合わせ

2か国以上の言語圏で学ぶ

国際理解・
異文化調整力

複数の
言語運用力

政策・
企画立案力

データサイエンス・
AIを活用する力

ダブル留学
社会科学・国際理解、

データサイエンス・AIなどを幅広く学び、
実践的なプロジェクトを行う

実践的プロジェクト

STAGE演習の特長

インドネシアでの短期留学

や
行
動
力
を
養
い
ま
す
。
な
お
、
短
期
留

学
１
回
分
の
参
加
費
用
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
留
学
制
度
に
対
し
て
、
学
生
か
ら
は

「
ダ
ブ
ル
留
学
に
魅
力
を
感
じ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｅ
へ
の
進
学
を
決
め
た
。
短
期
留
学
で
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

理工学部の進化型理系構想

2027年に完成予定の新理系棟の完成イメー
ジ図。３・４階は「環境・エネルギー工学科」の
専用フロア、１・２階は「Science Junction」と
呼 ば れる共 用ス ペ ース に なる。この 共 用ス
ペースでは、学部や学科の枠を超えて、理工
学部や知能情報学部のさまざまな学生が共
に学べる環境が整えられる。これにより、学生
同士の交流や学びの相乗効果が生まれ、新た
なアイデアや価値の創出が期待される。

　

こ
れ
ま
で
も
す
べ
て
の
学
部
に
お
い
て
、

人
物
教
育
を
重
視
し
、
学
生
の
可
能
性
を

無
限
大
に
伸
ば
す
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
彩
り
教
育
」
を
進
め
て
き
た
甲
南
大
学

は
、
多
方
面
か
ら
の
改
革
を
推
進
し
、
未

来
を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

甲南大学
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